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〜
冬
の
肌
対
策
（
ス
キ
ン
ケ
ア
）
〜

　

冬
に
な
る
と
、
『
肌
が
カ
サ
カ
サ

し
て
か
ゆ
い
』
『
湿
疹
が
で
き
や
す

い
』
な
ど
皮
膚
の
ト
ラ
ブ
ル
が
起
き

や
す
く
な
り
ま
す
。
冬
の
環
境
と
ス

キ
ン
ケ
ア
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
し

ょ
う
。

《
肌
の
構
造
と
新
陳
代
謝
》

　

皮
膚
は
表
面
に
近
い
ほ
う
か
ら

『
表
皮
』
『
真
皮
』
『
皮
下
組
織
』

の
三
層
か
ら
な
り
、
表
皮
の
最
も
外

側
を
『
角
層
』
と
い
い
ま
す
。

　

角
層
は
皮
膚
の
『
保
湿
機
能
』
や
、

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
、
科
学
物
質
な
ど

体
に
不
要
な
も
の
の
侵
入
を
防
ぐ

『
バ
リ
ア
機
能
』
を
担
っ
て
い
ま
す
。

《
乾
燥
の
影
響
》

　

乾
燥
す
る
と
、
角
層
の
細
胞
が
乱

れ
て
隙
間
が
で
き
る
、
か
ゆ
み
を
生

じ
さ
せ
る
神
経
（
Ｃ
繊
維
）
の
先
端

が
皮
膚
の
表
面
近
く
ま
で
伸
び
外
部

か
ら
の
刺
激
を
受
け
や
す
く
な
る

等
、
ト
ラ
ブ
ル
を
招
き
や
す
い
状
態

と
な
り
ま
す
。 

《
家
庭
で
で
き
る
ス
キ
ン
ケ
ア
》

　

冬
の
皮
膚
対
策
は
『
肌
の
乾
燥
を

防
ぐ
』
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

①
保
湿
剤
を
塗
る

　

保
湿
剤
で
皮
膚
の
表
面
に
人
工
的

な
膜
を
作
り
、
水
分
の
蒸
発
を
防
い

だ
り
、
外
部
か
ら
の
刺
激
を
受
け
な

い
よ
う
に
し
ま
す
。
肌
の
し
っ
と
り

し
て
い
る
入
浴
後
な
ど
に
塗
る
の
が

最
も
効
果
的
で
す
。

　

保
湿
剤
に
は
尿
素

入
り
や
セ
ラ
ミ
ド
入

り
、
ワ
セ
リ
ン
入
り

の
タ
イ
プ
な
ど
色
々

あ
り
ま
す
の
で
実
際

に
使
用
し
て
自
分
に

あ
っ
た
も
の
を
み
つ
け
ま
し
ょ
う
。

　
②
入
浴
方
法
を
見
な
お
す

　

熱
い
お
湯
に
長
く
入
る
と
皮
膚
の

保
護
成
分
が
お
湯
に
と
け
だ
し
ま

す
。
三
十
八
〜
四
十
度
位
の
ぬ
る
め

の
湯
で
長
湯
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

　

洗
い
す
ぎ
も
乾
燥
の
も
と
で
す
。

石
鹸
や
シ
ャ
ン
プ
ー
は
使
い
す
ぎ
な

い
こ
と
、
皮
膚

に
残
さ
な
い
よ

う
、
よ
く
す
す

ぐ
こ
と
等
が
大

切
で
す
。

 

③
環
境
を
見
直
す

　

過
度
の
暖
房
は
乾
燥
の
元
で
す
。

加
湿
器
の
使
用
や
洗
濯
物
を
部
屋
に

か
け
る
な
ど
の
工
夫
で
湿
度
を
五
十

〜
六
十
％
程
度
に
保
ち
ま
し
ょ
う
。

④
日
焼
け
を
予
防
す
る

　

紫
外
線
は
雪
の
反
射
な
ど
に
よ
り

冬
で
も
影
響
し
ま
す
。
外
出
時
は
日

焼
け
止
め
を
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

《
子
ど
も
・
高
齢
者
の
皮
膚
》

　

子
ど
も
や
高
齢
者
の
皮
膚
は
大
人

よ
り
薄
く
、
『
角
層
』
も
薄
い
た
め
、

保
湿
機
能
も
バ
リ
ア
機
能
も
壊
れ
や

す
い
状
態
で
す
。
特
に
子
ど
も
は
、

新
陳
代
謝
が
盛
ん
な
た
め
皮
脂
等
に

絡
ん
だ
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
も
多
く
起
こ

り
ま
す
。

　

大
人
と
同
様
、
清
潔
や
保
湿
を
保

つ
こ
と
が
大
切
で
す
。
特
に
小
さ
な

お
子
さ
ん
で
は
手
や
口
の
周
り
を
汚

す
等
の
度
に
清
潔
に
す
る
た
め
、
皮

膚
の
乾
燥
を
招
き
易
く
な
り
ま
す
。

保
湿
剤
を
使
用
す
る
等
で
バ
リ
ア
機

能
を
損
な
わ
な
い
配
慮
が
必
要
で

す
。

　

長
引
く
皮
膚

の
ト
ラ
ブ
ル
は
、

自
己
判
断
せ
ず

専
門
医
の
診
察

を
受
け
る
こ
と

も
お
忘
れ
な
く
。

保
健
師　

酒
井
香
奈
子
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　平成19年度の和寒町保育所（常設）及び、ひまわり
保育所（季節）の入所希望児童の受付をおこないま
す。
　なお、昨年度から常設保育所に入所され、引き続き
19年度も希望される場合（継続入所）は、『入所申込
書』の提出は不要ですが、『雇用・自営業・内職証明』
及び『源泉徴収票（給与世帯のみ）』は必要になります。
◎申込み受付期間
　　２月５日（月）～19日（月）まで
　　（常設・季節保育所とも）
◎受付場所
　　保健福祉課福祉係
　　常設保育所

※継続入所に必要な証明
書などの用紙は、福祉
係・常設保育所に用意
してあります。

＝詳しくは次のところまでお問い合わせください＝
　●保健福祉課福祉係　（�32―2000）
　●常設保育所　　　　（�32―2242）
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　昨年10月１日から12月31日まで実施しました
『赤い羽根共同募金』『歳末たすけあい運動』に
深いご理解とご協力をいただき、心から感謝申し
上げます。
　みなさまからお寄せいただいた温かい善意は、
広く社会福祉施設や団体などへの配分金として北
海道共同募金会へ、また
歳末たすけあい募金は長
期入院をされている方や
在宅で寝たきり療養をさ
れている方へ12月末に
お届けしましたことを報
告いたします。


